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３月８日（火），晴れやかな空のもと，第６０回卒業式を挙行いたしました。新型コロナウイルス感染拡大

防止のため，内容や方法を一部変更・縮小しての実施でしたが，卒業生一人一人に卒業証書を手渡しするこ

とができました。 
校長からは，島崎藤村の「太陽の言葉」の一節を交えた式 

辞がありました。一部を紹介します。 
「人生１００年時代において，今は１５歳。１日に例えれ 

ば，まだ夜明け前です。これからは明るい太陽が昇ってくる 
時期になります。太陽は自分の中に昇ってきます。自分自身 
の太陽のエネルギーを信じて，人生という長い旅路を歩いて 
ください。すてきな旅路となるように祈っています。」 
卒業生を代表して    さんが別れのことばを読み上げ，そして，卒業生８５名が中学校を巣立ってい

きました。１・２年生の皆さんは，卒業式に立ち会うことができませんでしたので，「別れのことば」を掲載

します。卒業生の思いや在校生へのメッセージをしっかりと受け止めてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
卒業式の当日に，PTA の役員さんがサプライズを用意してくださいました。早朝から，木造校舎との渡り

廊下に華やかな飾り付けをしてくださいました。 
そして，式の終了後には，岩沼係長を北中に連 
れてきてくださいました。特設のフォトブース 
も用意していただいたので，皆さん，係長とツ 
ーショットや友達と，親子で，保護者同士でと， 
たくさん記念撮影を行っていました。思い出に 
残る卒業式になったのではないでしょうか。 

PTA 役員の皆さん，岩沼係長，本当にありが 
とうございました。 

 

平成 23 年（2011 年）3 月 11 日（金）14 時 46 分，東北地方 
太平洋沖地震（M9.0）が発生しました。この地震と津波に伴う 
一連の災害を「東日本大震災」と呼びます。あれから 11 年の月 
日がたちます。学校では，防災学習を通じて，この大震災のこと 
やどのように身を守るのかについて学習しています。本日は，地 
震発生時刻に黙祷を捧げました。 
１・２年生は，当時２～３歳で，震災を体験はしているものの， 

はっきりとした記憶はあまりないかもしれません。ご家庭で震災 
について語り継ぎ，命を守る行動について話し合う機会にしてい 
ただければと思います。 ※地学団体研究会仙台支部編（2021） 

「気分は宝さがし！せんだい地学ハイキング Ver.2」より抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


